
唐
・
楊
上
善
編
注
の
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
十
三
巻
は
す
で
に
中
国

に
お
い
て
亡
快
し
、
わ
が
国
の
仁
和
寺
に
巻
一
（
永
仁
本
・
永
徳
本
二

種
）
が
現
存
し
て
国
宝
指
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
普
く
知
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
巻
一
（
含
序
文
）
の
ゑ
と
は
い
え
、
そ
れ
が
復
元

と
い
う
手
段
を
通
じ
、
全
体
の
旧
を
推
知
す
る
上
で
い
か
に
貴
重
な

（
１
）

資
料
た
る
か
に
つ
い
て
は
論
を
俟
た
な
い
。
従
来
の
『
明
堂
』
の
テ

キ
ス
ト
は
こ
の
仁
和
寺
本
を
基
原
と
す
る
転
写
本
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
仁
和
寺
本
の
原
型
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
演
者
ら
は
『
明
堂
』
研
究
に
は
仁
和
寺

本
二
種
の
影
印
が
最
善
の
資
料
と
考
え
、
先
年
仁
和
寺
当
局
の
許
可

（
２
）

の
も
と
に
こ
れ
ら
を
出
版
し
た
。

と
こ
ろ
が
演
者
は
ご
く
最
近
、
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
古
巻

子
本
を
被
見
す
る
に
及
ん
で
、
そ
れ
が
仁
和
寺
本
を
凌
駕
す
る
最
善

尊
経
閣
文
庫
所
蔵
の
『
黄
帝
内
経
明
堂
』

最
善
古
抄
本

Ｌ
判
明
し
た
巻
首
の
欠
字
Ｉ小
曽
戸
洋

本
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
す
な
わ
ち
尊
経
閣
本
は
仁
和
寺
本
よ
り

も
さ
ら
に
書
写
年
代
が
古
く
、
し
か
も
一
宇
の
欠
損
も
な
い
巻
一
の

完
壁
な
抄
本
で
あ
る
。
尊
経
閻
本
の
検
討
報
告
は
こ
れ
ま
で
斯
界
に

お
い
て
は
皆
無
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
に
簡
報
す
る
。

前
田
家
尊
経
閣
に
『
明
堂
』
の
古
巻
子
本
が
所
蔵
さ
れ
る
こ
と

（
３
）

は
、
江
戸
時
代
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
普
く
善
本
秘
籍
を
探

索
し
た
江
戸
医
学
の
人
為
も
そ
の
存
在
を
記
し
て
い
な
い
。
昭
和
九

年
刊
の
『
尊
経
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
」
に
「
黄
帝
内
経
明
堂
、
第

一
巻
、
古
黄
帝
撰
、
階
楊
上
善
撰
、
古
抄
巻
」
と
著
録
さ
れ
た
の
が

公
け
に
さ
れ
た
初
か
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
十
五
年
の
時
点
で
は
国
宝

に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
石
原
明
氏
は
文
部
省
編
『
国
宝
（
宝
物
類
）

目
録
』
を
引
い
て
「
黄
帝
内
経
鋤
誇
鐸
捧
歩
残
巻
二
巻
、
紙
本
墨
書
。

明
堂
経
の
奥
書
に
文
永
元
年
和
気
種
成
書
写
校
合
と
あ
り
。
紙
背
に

（
４
）

種
成
宛
加
級
消
息
七
通
を
貼
す
」
と
記
す
。
た
だ
し
石
原
氏
は
実
見

（
５
）

し
て
い
な
か
っ
た
と
象
え
る
。
次
に
演
者
の
知
見
を
示
す
。

『
黄
帝
内
経
明
堂
』
巻
一
・
巻
子
装
一
軸
。
全
九
紙
。
界
高
二
四
ｍ

強
。
界
間
約
二
・
九
叫
紙
を
継
い
で
か
ら
書
写
し
た
ら
し
く
、
継

ぎ
目
に
行
が
わ
た
る
の
で
正
確
で
は
な
い
が
、
一
紙
約
二
○
行
。
毎

行
字
数
（
経
文
）
は
不
同
で
一
九
’
二
三
字
程
度
。
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巻
首
二
六
行
に
わ
た
っ
て
楊
上
善
序
が
あ
り
、
次
い
で
本
文
で
あ

る
肺
経
の
部
に
入
る
が
、
両
者
の
筆
は
別
人
。
第
一
’
二
紙
・
第
八

’
九
紙
の
継
ぎ
目
、
お
よ
び
末
尾
の
奥
書
下
の
三
箇
所
に
「
和
気
種

成
」
の
五
角
形
の
双
辺
印
が
押
捺
。
全
般
に
わ
た
り
傍
注
・
傍
訓
・

返
り
点
・
朱
の
ヲ
コ
ト
点
を
存
す
。
末
尾
に
は
次
の
よ
う
な
奥
書
が

あ
る
。

文
永
元
年
七
月
廿
三
日
於
仙
洞
房
曹
以
累
葉

当
家
之
証
本
書
写
詑

正
四
位
下
行
兵
庫
頭
兼
安
芸
介
和
気
朝
臣
一
閥
洲
一

一
校
了
種
成
同
九
月
九
日
戌
終
刻
於
芝
卿
移
点
了
種
成

さ
ら
に
最
終
行
近
く
に
離
れ
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

弘
安
五
年
七
月
八
日
一
見
了
一
閥
囲

文
永
元
年
は
一
二
六
四
年
、
弘
安
五
年
は
一
二
八
二
年
に
あ
た
る
。

す
な
わ
ち
仁
和
寺
所
蔵
の
永
仁
本
よ
り
三
○
年
余
り
を
糊
る
鎌
倉
中

期
の
写
本
で
あ
る
。

和
気
種
成
は
い
う
ま
で
も
な
く
和
気
広
世
を
始
祖
と
す
る
典
医
の

直
系
で
、
半
井
家
の
祖
で
あ
る
。
和
気
氏
系
図
に
よ
れ
ば
、
「
種
成
、

侍
医
正
四
位
下
、
兵
庫
頭
、
昇
殿
、
典
薬
権
助
、
母
‐
、
出
家
法

名
仏
種
、
正
応
元
年
九
月
三
十
日
卒
、
六
十
八
才
」
と
あ
る
か
ら
、

こ
の
『
明
堂
』
（
書
体
か
ら
み
て
序
文
を
除
く
全
文
）
を
書
写
し
た
の
は

四
十
四
歳
の
時
で
あ
る
。
ま
た
六
十
二
歳
の
と
き
に
一
読
し
て
そ
の

旨
政
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
種
成
は
梶
原
性
全
の
師
で
あ
っ
た
と
推

（
６
）
（
７
）

測
す
る
説
も
あ
る
。
本
書
は
い
わ
ゆ
る
『
真
本
千
金
方
』
な
ど
と
と

も
に
、
和
気
氏
の
家
学
を
探
る
上
で
の
一
つ
の
資
料
と
も
な
ろ
う
。

最
後
に
、
本
資
料
に
よ
っ
て
初
め
て
判
読
可
能
と
な
っ
た
巻
首
序

文
の
数
行
を
提
示
し
て
お
く
。

臣
聞
星
漢
照
廻
五
演
分
其
欄
澳
荊
巫
癌
水
九
派
洩
其
満
波
亦
所

．
以
発
神
明
之
霊
化
通
乾
坤
之
気
象
（
臣
聞
く
、
星
漢
は
五
漬
を
照

廻
し
て
其
の
潤
澳
を
分
か
ち
、
荊
巫
の
痛
水
は
九
派
し
て
其
の
満
波
を

洩
ら
す
、
と
。
亦
た
神
明
の
霊
化
を
発
し
て
乾
坤
の
気
象
を
通
ず
る
所

以
な
り
。
）

尊
経
閻
文
庫
の
『
明
堂
』
は
現
存
三
種
の
古
抄
本
中
、
最
善
本
と

認
む
く
き
も
の
と
結
論
す
る
。

〔
文
献
お
よ
び
注
〕

①
小
曽
戸
丈
夫
「
『
黄
帝
内
経
明
堂
」
仁
和
寺
本
復
元
試
案
例
」
、
『
矢
数
道

明
先
生
喜
寿
記
念
文
集
』
、
温
知
会
（
一
九
八
四
）
。

②
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
』
第
三
冊
所
収
、
東
洋
医
学
研
究
会
（
一
九
八

一
）
。

③
た
と
え
ば
岡
西
為
人
『
宋
以
前
医
籍
考
』
所
引
の
文
献
に
も
未
載
。
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(7) (6) (5) (4)

「
国
宝
医
書
目
録
」
、
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
、
一
三
三
四
号
（
一
九
三

四
）
Ｊ

石
原
明
「
明
堂
経
に
つ
い
て
」
、
『
漢
方
』
一
巻
四
号
（
一
九
五
二
）
に

よ
り
明
ら
か
で
あ
る
〕

石
原
明
「
梶
原
性
全
の
生
涯
と
そ
の
著
書
（
二
）
」
、
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』
、
六
巻
四
号
（
一
九
五
六
）
〕

室
町
写
本
〕
巻
一
・
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
〕

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
室
）

２

一
九
八
○
年
九
月
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
世
界
麻
酔

学
会
に
お
い
て
、
「
麻
酔
科
学
の
過
去
と
未
来
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
席
上
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
初

１

昨
年
の
本
総
会
で
、
演
者
は
世
界
で
最
初
の
麻
酔
科
学
の
単
行
本

と
そ
の
著
者
で
あ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
つ
い
て
報
告
し

た
が
、
今
回
は
、
そ
の
著
書
に
遅
れ
る
こ
と
数
ヶ
月
し
て
発
行
さ
れ

た
ジ
ョ
ン
・
ス
ノ
ー
の
「
○
昌
昏
①
旨
苛
匙
昌
ご
口
具
号
の
ぐ
名
○
巨
吋
ａ

の
忌
日
旨
い
昌
唱
ｏ
匙
○
月
司
貝
］
○
場
」
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

ジ
ョ
ン
・
ス
ノ
ー
と
そ
の
麻
酔
科
学

の
業
績
１
１
ｌ
と
く
に
そ
の
著
書
《
↑
○
邑

庁
き
①
芦
邑
｝
］
四
目
色
感
○
ご
○
命
ほ
ぼ
①
ぐ
四
℃
○
匡
禺
○
｛

只
琶
①
時
』
ご
望
胃
唱
ｏ
巴
○
℃
①
忌
呉
さ
ロ
の
》
》
に
つ

い
て

松
木

明

知
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